
異次元の少子化対策、人口減少抑止の切り札となるか

『児童手当の拡充』こう変わる！！
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歓迎の声もある一方3.5兆円ともいわれる財源の確保は先送り…
高校生のいる家庭に認めていた扶養控除の廃止も検討？

財源確保の具体策は年末に先送り？

✎  対象を現行の中学生までから高校生までに拡大
✎  第3子以降は支給額を「3万円」に増額
✎  さらに所得制限も撤廃しています

※1人につき、月額



「異次元の少子化対策」の背景…
急激な人口減少がもたらす問題

2022年の出生数は統計開始以来、初めて80万人を割り込み過去最少…
80万人を下回るのは2033年と言われていましたが従来の想定を上回る
スピードで少子化が進んでおり、早急な対策が必要となっています。

出生数はいよいよ80万人割れ！？

2022年末 2060年予想

15歳～64歳
7420万人

0歳～14歳
1445万人

65歳以上
3621万人

人口
1億2486万人

951万人

4793万人

3540万人

9284万人

（出所）内閣府「高齢社会白書」からファイナンシャル学院作成
経済規模の縮小

少子化により…

・産業の衰退
・社会保障制度の崩壊
・国際競争力の低下
・財政のひっ迫

などなど
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～ご挨拶～
早いもので梅雨が明ければもうすぐ夏本番。今年は昨年比で
電気代が約3割上昇しています。クーラーの使い過ぎには要注意。
私も皆様に安心と豊かさをお届けできるよう精進して参ります。
本紙面に関して疑問点やご質問などございましたら、
何なりとお申しつけ下さい。

人口が急減する2030年代に入るまでが少子化を反転できるかどうかの
ラストチャンス。子育ての経済的負担軽減の為の施策。また年金の構造を
考えても将来に向けた資産形成が必要不可欠な時代となっていきます。

児童手当拡充により人口減少を抑制
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